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マダラシミThermobia domestica（Packard, 1873）の中腸上皮形成（昆虫綱・シミ目）

武藤　将道・塘　忠顕・町田　龍一郎

Shodo MTOW1, 2), Tadaaki TSUTSUMI1) and Ryuichiro MACHIDA3): Midgut epithelium formation 
of Thermobia domestica (Packard, 1873) (Insecta: Zygentoma)＊

1) Faculty of Symbiotic Systems Science, Fukushima University, Kanayagawa 1, Fukushima, Fukushima 960–1296, Japan
2) Current a�liation: Department of Agrobiological Resources, Faculty of Agriculture, Meijo University, Shiogamaguchi 

1–501, Nagoya, Aichi 468–8502, Japan
3) Sugadaira Research Station, Mountain Science Center, University of Tsukuba, Sugadaira Kogen 1278–294, Ueda, Nagano 

386–2204, Japan
E-mail: mtow@meijo-u.ac.jp (SM)

https://doi.org/10.60372/paesj.55.0_23

　シミ目の中腸上皮の起源に関しては一致した見解は得ら
れていない。Sharov（1953）は、セイヨウシミ Lepisma 
saccharina Linnaeus, 1758を材料に研究を行い、中腸の
中間部は卵黄細胞由来だが、両端部は口陥および肛門陥
端部に形成される外胚葉性起源であるとした。Wellhouse
（1953, 1954）によるマダラシミ�ermobia domestica
（Packard, 1873）の研究もこれを支持する。一方で、
Heymons（1897）はセイヨウシミの中腸上皮は卵黄細
胞のみにより形成されると結論し、彼の見解は
Woodland（1957）によるマダラシミの研究においても
支持された。また、Sahrhage（1953）は、マダラシミの
中腸上皮形成には卵黄細胞は関与せず、全中腸上皮は外
胚葉性中腸上皮原基のみにより形成されるとした。近年、
Rost et al.（2005）はマダラシミを、Rost-Roszkowska 
et al.（2007）はセイヨウシミを材料に中腸上皮形成過程
について詳細な検討を行い、両種ともに中腸上皮は卵黄
細胞のみに由来すると結論した。このように、シミ目の
中腸上皮形成に関しては、同一種であっても研究者によ
り見解が異なりコンセンサスが得られていない。このよ
うな背景から、私たちはシミ目の中腸上皮形成に関する
議論の決着を目指し、マダラシミを材料とし、中腸上皮
形成を中腸全長にわたって詳細に検討した。
　マダラシミの中腸上皮形成は、胚発生後期、中腸前方
および後方で卵黄内に散在する卵黄細胞が卵黄周縁部に
移動、着床することで開始する。着床した卵黄細胞は一
齢幼虫に中腸上皮に分化するが、口陥および肛門陥の盲
端部は中腸上皮に分化することはない。二齢幼虫になり
中腸上皮形成は中腸前方および後方から中央に向けて進
行し、中腸原基の前方では胃盲嚢が膨出する。三齢幼虫
になり中腸は完成し、幼虫は摂食を開始する。また、一
齢幼虫の頃から、卵黄細胞に由来する細胞塊であるクリ

プトが卵黄周縁部に形成される。クリプトは有糸分裂に
より細胞数が増加するが、その分裂頻度は極めて低い。
　今回の検討から、マダラシミの中腸上皮形成には口陥
および肛門陥の関与は確認されず、中腸上皮は全長にわ
たって卵黄細胞により形成されることが明らかになっ
た。また、クリプトの細胞分裂の頻度は極めて低いこと
から、後胚期の上皮更新に関与するものと推測される。
今回の結論と先行研究の比較検討から、シミ目の中腸上
皮は卵黄細胞のみに由来すると結論づけられた。
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